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本蓮の山崎基宏さんの五葉松
樹齢250年を奥ノ木市長が視察

２
月
12
日
、
奥
ノ
木
信
夫
川

口
市
長
は
、
本
蓮
の
山
﨑
基

宏
さ
ん（

86）

宅
の

、
庭

の
五
葉
松
を
視
察
さ
れ
た
。

こ
の
五
葉
松
は
明
治
初
期
、

新
築
祝
い
に
盆
栽
で
貰
っ

た

も
の
で
、
す
で
に
５
０
年
以

上
の
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
２
回
移
植
し
て
現

在
、
50
種
類
ぐ
ら
い
あ
る
庭
の

中
心
に
あ
り
、
樹
齢
推
定
250
年

と
い
う
。
年
輪
の
重
さ
を

感
じ
さ
せ
る
。

平
成
12
年
９
月
に
川
口
市

保
存
樹
と
し
て
指
定
を
受
け

て
い
る
。

奥
ノ
木
市
長
は「

名
木
だ

ら
け
の
庭
に
び
っ

く
り
、
五

葉
松
は
か
っ
こ
良
す
ぎ
る
ね
。

年
数
か
ら
い
っ

て
も
歴
史
が

あ
り
、
山
﨑
家
の
移
り
変
わ

り
、
川
口
の
移
り
変
わ
り
を

見
て
き
て
い
る
。
梅
、
桃
が

咲
き
メ
ジ
ロ
が
飛
び
交
い
、

目
の
保
養
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た」

と
。

山
﨑
さ
ん
は「

地
場
産
業

の
振
興
、
植
木
の
里
、
安
行

や
新
郷
の
活
性
化
に
役
立
ち

た
い
、
大
切
に
し
た
い」

と

語
っ
た
。

新
郷
工
業
団
地
で

新
春
祝
賀
会

川
口
新
郷
工
業
団
地
協
同

組
合（

理
事
長＝

石
川
義
明

さ
ん）

は
、
１
月
22
日
、
新
春

祝
賀
会
を
新
工
会
館
２
階
ホ

ー
ル
で
開
催
し
た
。

奥
ノ
木
信
夫
川
口
市
長
、

新
藤
義
孝
衆
議
院
議
員
秘
書

東
間
亜
由
子
さ
ん
、
板
橋
智

之
県
議
会
議
員
、
前
原
博
孝
・

飯
塚
孝
行
市
議
会
議
員
や
、
各

協
同
組
合
理
事
長
、
組
合
関

係
者
等
１
０
０
人
余
り
が
出

席
し
た
。

石
川
理
事
長
は「

ま
だ
ま

だ
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経

済
環
境
は
厳
し
い
状
況
、
組

合
員
一
丸
で
難
局
を
乗
り
越

え
ま
し
ょ

う」

と
述
べ
ら
れ

た
。

恒
例
の
長
寿
祝
い
米
寿
表

彰
は
、(

有)

川
口
プ
レ
ナ
ー
加

工
所
瀧
澤
茂
様
。
喜
寿
は
粉

末
機
械
工
業
㈱
中
山
要
三

様
・
㈱
大
西
鋳
工
所
大
西
利

頼
様
、
ア
サ
ヒ
建
材
㈱
細
野

秀
雄
様
に
贈
ら
れ
た
。
　

乾
杯
後
、
恒
例
の
餅
つ

き
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
は
、

日
本
初
ス
ト
リ
ー
ト
ポ
ー
ル

ア
ー
テ
ィ

ス
ト
め
り
こ
さ
ん

の
ポ
ー
ル
ダ
ン
ス
。

ま
た
、(

有)

箕
輪
ヘ
ラ

絞
製
作
所
代
表
取
締
役
で
あ

り
マ
ジ
シ
ャ

ン
の
白
鳥
勝
彦

さ
ん
が
、
イ
リ
ュ

ー
ジ
ョ

ン

マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
。

お
楽
し
み
福
引
大
会
で

更
に
盛
り
上
が
っ
た
。

写
真
左
か
ら
、
飯
塚
市

議
、
山
田
勇
作
江
戸
袋
町
会

長
、
渡
辺
秀
夫
連
合
町
会
長
、

板
橋
県
議
、
石
川
理
事
長
、

東
間
秘
書
、
前
原
市
議
。

左
写
真
は
、
プ
ロ
ダ
ン
サ

ー
歴
11
年
、
プ
ロ
ポ
ー
ル
ダ
ン

サ
ー
歴
5
年
、
都
公
認
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
の
ラ
イ
セ

ン
ス
取
得
の「

め
り
こ」

さ
ん
の
ポ
ー
ル
ダ
ン
ス
。

本
蓮
町
会（

町
会
長＝

新
藤
幸
男
さ
ん）

は
、
１
月
30
日
同

町
会
会
館
で
新
春
交
礼
会
を
開
催
し
た
。
板
橋
智
之
県
議
、
飯

塚
孝
行
市
議
、
新
藤
義
孝
前
総
務
大
臣
秘
書
の
菊
地
博
さ
ん
、

渡
辺
秀
夫
連
合
町
会
長
、
大
栁
祐
一
・
山
田
勇
作
連
合
副
町
会

長
や
、
町
会
役
員
等
大
勢
が
参
加
し
て
新
春
を
祝
っ
た
。

写真左から飯塚市議、板橋県議、新藤さん、パピヨン代
表の七瀬怜子さん、菊地さん。

本蓮町会新春交礼会
２
月
13
日
、
武
南
交
通
安
全
協
会
新
郷
支
部（

支
部
長＝

中

山
久
仁
夫
さ
ん）

は
、
交
通
安
全
大
会
を
新
郷
小
体
育
館
で
開

催
し
、
指
導
員
は
元
よ
り
、
前
原
博
孝
・
飯
塚
孝
行

市
議
会
議
員
、
市
や
安
全
協
会
、
新
郷
10
町
会
長
等

大
勢
の
来
賓
も
参
加
さ
れ
た
。

武
南
警
察
交
通
課
係
長
の
片
岡
靖
詞
さ
ん
が
、
自
転
車
事
故

防
止
の
講
習
を
行
い
、
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
を
、
交
通

総
務
係
の
岡
崎
修
平
さ
ん
と
共
に
指
導
し
、
参
加
者
が
そ
れ

ぞ
れ
練
習
し
た
。

写
真
左
片
岡
さ
ん
と
、
伊
儀
涼
菜
さ
ん（

新
郷
小
４
年）

。

新
郷
地
区
交
通
安
全
大
会

自
転
車
事
故
防
止
講
習
会
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武
南
交
通
安
全
協
会

平
成
28
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「

電
話
番
号
が
変
わ
っ
た」

川
口
市
防
犯
協
会

長野県人川口新郷会（会長＝西澤聖人さん）は、2月 7日赤井町会会館で新年会を行った。
山崎武光さんの開会挨拶、西澤会長、書記の西澤幸子さんの挨拶と続き、大井幸子さんの

乾杯で和やかに会食。
自己紹介やビンゴ大会、カラオケで楽しひと時を共有し最後に長野県歌「信濃の国」を合

唱し終了。

新郷自民党新年会
1 月 25 日、自由民主党新郷連合支会（支会長＝鈴木歳男さん）は、市

内の料理屋で新年会を行った。新藤義孝衆議院議員が激励に訪れ「参議
院選にがんばろう」と挨拶。写真左から新藤幸男さん、新藤義孝前総務
大臣、飯塚孝行市議、山崎一夫さん。

東本郷商店会新年会
1 月 22 日、東本郷商店会（会長＝高橋克彰さん）は、そうますレストホール

で定期総会を行い、その後、新年祝賀会を開催した。板橋智之県議会議員、飯
塚孝行市議会議員や新藤幸男本蓮町会長等が激励に訪れた。

写真左から飯塚市議、新藤町会長、高橋会長、板橋県議。

共産党新郷後援会が新春の集い
2 月 11 日、日本共産党新郷地区後援会（会長＝川野辺勝義さん）の「新春の集い」が、

江戸袋町会会館で行われ、手品や語り部を楽しんだ。
村岡正嗣県議会議員や奥田智子元県議会議員も訪れた。
写真中央は奥田さん、左隣は平川みちやさんと、後援会の皆さん。

長野県人川口新郷会新年会

川口自民党６０周年を祝う
2月 11日、自由民主党川口支部（支部長＝新藤義孝さん）は、リリアに於いて同支部大会を開催した。

「川口の元気！」をキャッチフレーズに、創立60周年を祝った。新藤支部長は「次の世代に繋げたい」と。
新郷地区の感謝状贈呈は、山﨑一夫さん。60周年特別表彰は、押田金蔵さん、鈴木歳男さんが受賞された。

写真左から、飯塚孝行市議、板橋智之県議、前原博孝市議、鈴木歳男新郷支会長、新藤義孝衆議院議員、　　
新藤幸男本蓮町会長、押田金蔵さん。

新郷地区長寿クラブ連合会（会長＝小川信雄さん）は「新春初笑い大会」を新郷公民館ホールで開催した。

奥ノ木信夫川口市長はじめ、地元県議や市議等大勢が激励された。

恒例の10町会老人クラブの演芸大会や福引抽選会に楽しいひと時を共有した。

写真前列左から、板橋智之県議会議員、小川会長、奥ノ木市長、渡辺秀雄連合町会長、大栁祐一・山田勇

作連合副町会長。後列左から幡野茂・前原博孝・飯塚孝行市議会議員。

新
郷
地
区
長
寿
ク
ラ
ブ

新
春
初
笑
い
大
会



武
南
警
察
署
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こ
ん
ば
ん
は
　
早
め
の
ラ
イ
ト
で
　
ご
あ
い
さ
つ

と
い
う
電
話
は
詐
欺

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

岩
下
歯
科
に
通
っ

て
頂

い
て
い
る
患
者
さ
ん
の
ほ
と

ん
ど
は
、
新
郷
地
区
や
草
加

の
新
里
、
遊
馬
町
の
方
々
で

す
。

歯
科
治
療
は
歯
牙
や
骨

の
病
気
を
治
す
こ
と
で
す
が
、

骨
の
組
織
は
皮
膚
な
ど
の
軟

か
い
組
織
と
違
っ

て
、
血
液

の
流
れ
が
悪
く
病
気
を
治
す

力
が
弱
い
た
め
、
治
療
の
回

数
が
多
く
、
期
間
も
長
く
な

る
の
で
、
近
く
の
診
療
所
が

便
利
で
す
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ

り
が
た
い
こ
と
に
遠
く
か
ら

電
車
や
バ
ス
を
乗
り
継
い
で

来
院
し
て
く
だ
さ
る
患
者
さ

ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

例
え
ば
以
前
当
院
に
か

か
っ

て
い
て
、
青
木
町
に
引

っ

越
し
た
人
、
当
院
の
患
者

さ
ん
の
紹
介
で
千
葉
の
銚
子

か
ら
通
う
御
夫
婦
、
私
の
古

い
友
人
で
す
が
。

ま
た
、
福
島
の
い
わ
き

市
か
ら
特
急
を
使
っ

て
通
う

人
、
上
海
か
ら
中
国
の
祝
日

（

旧
正
月）

を
利
用
し
て
、
昔

植
え
た
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
検

診
に
い
ら
し
た
人
な
ど
で
す
。

歯
を
治
療
し
た
直
後
は
、

噛
め
な
い
、
綺
麗
で
な
い
、

取
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
痛
み

が
出
た
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
や
す
い
で
す
。

近
く
な
ら
ば
そ
れ
ら
に

す
ぐ
対
応
し
、
問
題
を
解
決

で
き
ま
す
が
、
遠
方
か
ら
の

患
者
さ
ん
に
は
そ
れ
が
で
き

な
い
の
で
、
１
回
１
回
の
治

療
の
中
で
、
あ
と
あ
と
問
題

が
起
き
な
い
よ
う
に
、
様
々

な
準
備
と
工
夫
を
し
て
、
よ

り
一
層
の
注
意
深
さ
で
対
応

し
て
い
ま
す
。

岩
下
歯
科
医
院（

榛
松）

院
長
　
岩
下
　
一
三

ふ
れ
あ
い
祭
り
の
収
益
金
寄
附

峯ヶ岡八幡神社節分祭
１
月
15
日
、
日
本
政
府
、
埼

玉
県
、
川
口
市
主
催
の
拉
致

問
題
啓
発
演
劇「

め
ぐ
み
へ

の
誓
い
ー
奪
還」

が
リ
リ
ア

メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
、

会
場
は
予
定
の
800
人
を
上
回

り
、
１
３
０
０
人
を
超
え
る

市
民
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
人
拉
致
被
害
者
の「

横

田
め
ぐ
み
さ
ん」

は
39
年
前

に
、
中
学
１
年
生
の
時
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
活
終
了
後
帰
宅

の
途
中
、
北
朝
鮮
の
工
作
員

に
拉
致
さ
れ
ま
し
た
。

演
劇
は
、
め
ぐ
み
さ
ん
が

拉
致
さ
れ
、
日
本
海
を
小
舟

で
船
底
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
恐

怖
と
両
親
の
元
へ
帰
り
た
い

思
い
で
、
爪
が
は
が
れ
て
し

ま
う
ほ
ど
船
底
を
引
っ
掻
き

ま
す
。
北
朝
鮮
に
付
い
て
か

ら
は
、
朝
鮮
語
が
話
せ
る
よ

う
に
な
っ

た
ら
日
本
に
帰
れ

る
と
騙
さ
れ
、
ア
メ
と
ム
チ

で
北
朝
鮮
の
主
体
思
想
を
叩

き
込
ま
れ
、
洗
脳
さ
れ
北
朝

鮮
工
作
員
の
教
育
係
と
し
て

作
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

日
本
で
の
横
田
夫
妻
の
娘

を
取
り
戻
す
思
い
の
活
動
も

描
写
さ
れ
ま
し
た
が
、
発
狂

し
そ
う
に
な
る
よ
う
な
娘
へ

の
思
い
。
ま
た
、
望
郷
へ
の

望
み
叶
わ
ぬ「

め
ぐ
み
さ
ん」

の
葛
藤
が
心
を
打
ち
、
涙
を

流
す
方
が
大
勢
い
ら
っ

し
ゃ

い
ま
し
た
。

本
市
拉
致
被
害
者
、「

田
口

八
重
子
さ
ん」

も
、
１
歳
と

３
歳
の
幼
子
を
残
し
拉
致
さ

れ
、
大
韓
航
空
機
爆
発
犯
の

金
賢
姫
の
教
育
係
と
し
て
描

か
れ
て
い
ま
す
。

拉
致
問
題
は
、
日
本
の
主

権
を
侵
し
、
日
本
人
の
人
権

を
蔑
に
す
る
、
国
家
に
よ
る

重
大
な
犯
罪
で
す
。

一
刻
も
早
い
拉
致
被
害
者

の
帰
国
と
拉
致
問
題
の
全
容

解
明
を
求
め
ま
す
。

拉
致
問
題
を
考
え
る

川
口
の
会
代
表
　

前
原
博
孝

拉
致
問
題
啓
発
演
劇

「

め
ぐ
み
の
誓
い」

劇
を
見
て

氷川神社（総代長＝押田光市さん）でも役員や、年男・年女の皆さんが豆まきを行った。
写真前列左から、中里鈴江さん、照山忠男さん、板橋智之県議、宮本洋平神職、押田光市総代長、飯

塚孝行市議、新藤昇さん、池田清さん。後列左から松本勝行さん、長嶋正尚さん、澁谷昌己大東町会
長、渡辺秀夫連合町会長、新藤幸男本蓮町会長、山﨑照一さん、鶴田俊男さん、山田登さん。

峯ヶ岡八幡神社（神職＝宮本洋平さん・総代長＝関長左衛門さん）は、福を願って豆まき
を行った。多くの老若男女が集い、関係者が撒く沢山の品々を、両手をあげキャッチしたり
拾い集めたりして福を戴いていた。

写真は板橋智之県議、飯塚孝行市議、田中照昌峯町会長等、来賓と関係者の皆さん。

東本郷氷川神社節分祭

１
月
19
日
、
新
郷
ふ
れ
あ
い

祭
り（

実
行
委
員
長＝

鈴
木

歳
男
さ
ん）

の
関
係
者
が
、

市
役
所
に
赴
い
た
。

平
成
27
年
11
月
15
日
に
、
蓮

沼
公
園
で
開
催
さ
れ
た
、
第
10

回
新
郷
ふ
れ
あ
い
祭
り
の
収

益
金
の
一
部
10
万
円
を
、「

社

会
福
祉
に
役
立

て
て
ほ
し
い」

と
奥
ノ
木
信
夫

市

長

に

届

け

た
。

「

地
域
福
祉

等
へ
一
層
の
充

実
の
為
、
活
用

さ
せ
て
も
ら
い

ま
す」

と
市
長
。

写

真

左

か

ら
、
石
塚
直
幸

さ
ん
、
山
﨑
一

夫
さ
ん
、
鈴
木

さ
ん
、
奥
ノ
木

市
長
、
大
山
登

代
子
さ
ん
、
長

谷
川
か
よ
子
さ

ん
、
飯
塚
孝
行

市
議
会
議
員
。

演
劇
公
演
を
観
戦
、
左
か
ら
前
原
博
孝
市
議
、

奥
ノ
木
信
夫
市
長
、
板
橋
智
之
県
議
、
若
谷
正

巳
市
議
。
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平成２８年 １月末交通事故状況

県　 内　 　 　 　 　 武南警察署管内

人身事故 2,007 件（-278）  　  ７２件（+１９）

死者数        13 名（-2）            ０名（-２）

負傷者  2,486 名（-314）  ８３名（+２０）

物損事故  11,507 件（+250）　  ３３９件（-３１）

平成 28 年 1 月 31 日 交通事故日報（カッコは前年対比）

主
催
の「

書
初
め
展」

と
文

化
厚
生
部（

部
長＝

小
泉
廣

市
さ
ん）

の「

作
品
展」

を

開
催
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
本
蓮
町
会
子

書
初
め
展
と
作
品
展

新
郷
新
聞
社
賞
に
中
村
真
澄
さ
ん

診
療
報
酬
改
定
案
が
提
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
方
々
が
益
々
増

加
す
る
中
、
患
者
さ
ん
が
複

数
の
医
療
機
関
に
か

か
り
、
薬
の
重
複
投

与
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
今

回
の
改
正
で
医
師
の
適
切
な

減
薬
に
対
し
て
管
理
料
が
新

設
さ
れ
、
処
方
さ
れ
て
い
る

全
て
の
薬
を
医
師
も
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
に
よ
り
減
薬
で

き
れ
ば
報
酬
が
算
定
さ
れ
ま

す
。
重
複
投
与
の
防
止
に
は
、

薬
局
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
お

薬
手
帳
が
１
番
役
立
つ
と
思

わ
れ
ま
す
。

全
て
の
医
療
機
関
で
投
薬

し
た
明
細
を
お
薬
手
帳
に
記

録
し
て
あ
れ
ば
、
名
称
の
異

な
る
同
じ
種
類
の
同
じ
効
果

の
お
薬
を
見
つ
け
る
事
が
出

来
ま
す
。

薬
局
は
、
自
宅
近
く
の
、

か
か
り
付
け
薬
局
を
持
っ
て
、

服
薬
状
況
を
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。家

に
残
薬
が
在
っ
た
り
、

重
複
が
あ
れ
ば
、
処
方
さ
れ

た
お
医
者
さ
ん
と
連
絡
を

取
り
減
薬
に
繋
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
後
発
医
薬
品

（

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品）

の

使
用
を
勧
め
る
こ
と
で
、
患

者
さ
ん
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

保
険
薬
剤
師

中
山
　
久
仁
夫

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
（
221
）

関谷透監修

診
療
報
酬
改
定

供
会
書
初
め
展
受
賞
者
は
、次

の
通
り
で
す
。

▼
町
会
長
賞（

金
賞）

＝

石

川
光（

小

６
・
峰
岸）

▼
埼

玉
県
議
会
議
員
賞＝

山
﨑
美

智（

小

４
・
上
宿）

川
口
市

議
会
議
員
賞＝

蓮
沼
莉
奈（

小

３
・
蓮
沼）

▼
新
郷
支
所
長

賞＝

渡
辺
夢
現（

小
３
・
本

郷）

▼
新
郷
公
民
館
長
賞＝

田
村
陸
翔（

小
４
・
曲
輪）

▼
新
郷
南
公
民
館
長
賞＝

田

村
優
衣（

小

６
・
曲
輪）

▼

新
郷
新
聞
社
賞＝

中
村
真
澄

（
小
１
・
峰
岸）

▼
子
供
会
会

長
賞＝
草
柳
利
奈（

小
４
・

下
宿）
▼
文
化
厚
生
部
長
賞＝

中
村
泰
成（
小
３
・
峰
岸）

▼
町
会
長
賞（
銀
賞）

＝

中

島
秀
人（

小

５
・
周
事）

蓮

沼
桃
果（

小

４
・
蓮
沼）
▼

町
会
長
賞（

銅
賞）

＝
山
口

夏
凛（

小

２
・
周
事）

関
口

英
汰（

小
２
・
本
郷））

ガ
ル

シ
ア
想
仁
愛（

小
３
・
本
郷）

小
山
姫
子（

小
５
・
周
事）

▼
奨
励
賞＝

細
井
咲
良（

小

６
・
蓮
沼）

岩
渕
潤（

小

５
・
上
宿））

香
山
桃
花（

小

４
・
峰
岸）

菅
原
モ
ハ
メ
ッ

ド
ア
ハ
メ
ド（

小
４
・
下
宿）

ル
フ
ル
の
演
奏
。

川
口
市
芝
に
本
社
が
あ

る
、
㈱
セ
ラ
フ
榎
本（

社
長＝

榎
本
修
さ
ん）

の
総
務
部
で

働
く
、
板
垣
彩
さ
ん（

19）

は
、
榛
松
に
住
ん
で
い
る

笑
顔
の
素
敵
な
女
性
で
す
。

新
郷
東
小
学
校
か
ら
榛
松

中
学
校
で
学
び
、
中
学
時
代

は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
に
所
属

し
、
顧
問
の
惣
万
先
生
に
指

導
を
受
け
左
の
エ
ー
ス
と
し

て
活
躍
。
３
年
間
で
埼
玉
県

大
会
に
も
６
度
出
場
し
県
選

抜
選
手
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

普
通
高
校

に
は
進
学
せ
ず

大
宮
商
業
高
校

を
選
び
、
学
業

に
専
念
し
専
門

的
な
知
識
の
取

得
に
励
み
ま
し

た
。

高
校

３
年

生
の
時
に
、
進
路
指
導
の
先

生
に
、
市
内
企
業
の
、
マ
ン

シ
ョ

ン
や
ビ
ル
の
大
規
模
修

繕
工
事
が
売
上
げ
の
90
％
以

上
で
あ
る
会
社
、
セ
ラ
フ
榎

本
を
進
め
ら
れ
昨
年
４
月
入

社
し
ま
し
た
。

「

同
僚
の
先
輩
方
は
皆
が

優
し
く
と
て
も
親
切
に
仕
事

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
セ
ラ

フ
榎
本
の
計
画
５
年
後
は
、
今

の
３
倍
の
規
模
に
成
長
さ
せ

る
と
い
う
目
標
が
あ
り
皆
が

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
２
月
１

日
に
は
、
奥
ノ
木
信
夫
川
口

市
長
よ
り
、
市
地
域
貢
献
事

業
者
と
し
て
地
域
社
会
へ
の

貢
献
活
動
に
取
り
組
ま
れ
実

績
を
讃
え
ら
れ
た
表
彰
状
を

頂
き
ま
し
た」

と
話
し
ま

す
。

板
垣
さ
ん
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
は
建
設
業
経
理
士
２
級
や

日
商
簿
記
２
級
を
取
得
し
、
後

輩
が
入
っ

て
き
て
も
し
っ

か

り
指
導
で
き
る
よ
う
に
日
々

努
力
を
重
ね
て
行
く
事
と
、
大

好
き
な
両
親
と
姉
の
家
族
で

一
緒
に
ハ
ワ
イ
等
、
海
外
旅

行
に
ど
ん
ど
ん
で
か
け
る
こ

と
だ
そ
う
で
す
。

「

新
人
な
が
ら
ア
ク
テ
ィ

ブ
に
働
く
板
垣
彩
さ
ん
は
、
セ

ラ
フ
榎
本
の
宝
で
す
よ」

と

榎
本
社
長
は
語
っ
て
い
ま

す
。 コ

ン
サ
ー
ト

今
月
の
新
郷
句
楽
部

風
邪
引
い
て
少
し
大
事
に
さ
れ
に
け
り
　

東
本
郷
　
高
垣
ゆ
た
か

飛
行
機
雲
無
音
の
伸
び
や
寒
の
空
　
　
　
吉
岡
　
若
狭
や
よ
ひ
　
　
　
　
　
　

蕗
の
と
う
一
つ
だ
け
入
れ
野
菜
来
る
　
　
本
蓮

太
田
垣
登
志
乃
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
場
所
や
笑
み
満
開
を
パ
レ
ー
ド
に
　
　
東
本
郷
　
豊
後
照
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

絵
文
字
つ
き
母
か
ら
メ
ー
ル
春
を
待
つ
　
榛
松
　
　
相
沢
雅
乃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ
じ
ば
ば
は
猫
と
暮
ら
し
て
春
を
待
つ
　
蓮
沼
　
　
若
木
豊
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豆
撒
き
て
我
が
胸
中
の
鬼
を
打
つ
　
　
　
峯
　
　
山
田
案
山
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
も
山
も
新
た
な
息
吹
春
を
待
つ
　
　
　
前
野
宿
　
森
田
米
子
　
　
　
　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
情
報

「
セ
ラ
フ
榎
本
の
宝
」

榛
松
の
板
垣
さ
ん

本
蓮
町
会（

町
会
長＝

新

藤
幸
男
さ
ん）

は
、
１
月
23

日
と
24
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
、
同
町
会
会
館
で
、
子
供

会（

会
長＝

関
口
直
樹
さ
ん）

石
井
康
志
朗（

小
４
・
本
郷）

岩
渕
結
衣（

小
３
・
上
宿）

菅
原
ハ
ム
ダ（

小
３
・
下
宿）

石
井
人
成（

小
１
・
本
郷）

長
島
帆
香（

小
１
・
曲
輪）

、

長
島
聡
志（

年
中
・
曲
輪）

、

石
川
光（

小
６
・
峰
岸）

（

敬
称
略）

受賞の子ども達と、後列は町会役員の皆さん

鳩
ヶ

谷
寄
席

◇
日＝

２
月
19
日(

金)

◇
時＝

６
時
半
開
演

◇
出
演＝

立
川
左
談
次
、

柳
家
一
九
・
か
ゑ
る

林
家
二
楽
他

◇
所＝

鳩
ヶ
谷
駅
　
市
民
セ
　

ン
タ
ー（

ダ
ヴ）

◇
問＝

２
８
５-

６
２
０
８

鳩
ケ
谷
を
面
白
く
す
る
会
。

親
子
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト

◇
日＝

３
月
５
日(

土)

◇
時＝

10
時
15
分
開
演

◇
出
演＝

金
刺
美
穂
、

河
原
久
美
子
、
田
島

聖
子
、
吉
田
恵
美
子

◇
所＝

鳩
ヶ
谷
駅
　
市
民
セ
　

ン
タ
ー（

ダ
ヴ）

◇
入
場
料＝

子
ど
も
５
０
０
円
、
　
　

一
般
１
０
０
０
円

◇
問＝

２
８
４-

６
３
６
２

は
と
が
や
助
産
所
。

１
月
24
日
、
新
郷
公
民
館
視

聴
覚
室
ホ
ー
ル
で
、
ニ
ュ

ー

イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１

６
が
開
催
さ
れ
た
。

テ
ー
マ「

森
の
ひ
み
つ」

と
題
し
て
、
森
の
中
の
花
や

キ
ノ
コ
な
ど
の
匂
い
、
森
の

生
命
力
を
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

皆
さ
ん
に
与
え
た
い
と
熱
演
。

出
演
は
、
森
の
女
神
み
ょ

ん
み
ょ

ん
、
オ
カ
リ
ナ
の
フ

ル
フ
ル
・
こ
も
れ
び
・
月
夢
、

新
日
舞
あ
け
ち
ゃ

ん
、
キ
ー

ボ
ー
ド
の
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
、
フ

ラ
メ
ン
コ
の
ア
レ
グ
リ
ア
ス
、

歌
う
リ
ン
ダ
・
ク
ラ
ウ
ン
泉

ち
ゃ

ん
、
バ
ン
ド
月
島
、
ハ

ン
ド
ベ
ル
の
ハ
ー
ト
フ
ル
エ

ン
ジ
ェ

ル
等
大
勢
の
グ
ル
ー

プ
が
共
演
し
た
。

写
真
は
、
オ
カ
リ
ナ
の
フ

東
京
シ
テ
ィ
・

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

管
弦
楽
団

◇
日＝

３
月
23
日(

水)
◇
時＝
19：

00
開
演

◇
所＝
東
京
芸
術
劇
場

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

◇
出
演＝

指
揮
・
高
関
健

ピ
ア
ノ
・
山
元
香
那
子

◇
曲＝

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
21
番
他

◇
問＝

０
７
０（

６
９
７
６）

２
６
９
２
山
元
ま
で
。

献
血
の
お
知
ら
せ

◇
日＝

２
月
26
日（

金）

◇
時＝

10：

00
～
11：

00

◇
所＝

新
郷
南
公
民
館

新
郷
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◇
日＝

２
月
26
日（

金）

◇
時＝

13：

00
～
14：

00

◇
所＝

新
郷
公
民
館

お
知
ら
せ

次
号
は
３
月
16
日（

水）
発
行
で
す
。


